
「ミニ冬眠」作戦で春を迎える

小型の哺乳類にみられるトーパーとよば

れる鈍麻状態は、寒い冬を越して生き延

びるうえで、冬眠と同じくらい重要である

らしい。

小型動物の多くはトーパーに頼っている

ことが知られている。トーパーは、動物の

体温が大幅に低下する本格的な冬眠と、

通常の睡眠の中間に当たる状態である。

一部の哺乳類は冬眠によって消費エネ

ルギーを 90％以上も減らすことができ

るが、日周期性のデイリートーパーでは

30％しか減らない、と考えられていた。

しかし、この見積もりは主に、研究室で

の実験をもとに計算されたものである。

また、研究者の間には、トーパーはいざ

というときのエネルギー温存法にすぎず、

野生の動物ではめったに使われないだろ

う、という見方もあった。

ニューイングランド大学（オースト

ラリア、アーミデイル）の動物学者、

Gerhard Körtner と Fritz Geiser は今

回、哺乳綱有袋類フクロネコ科のクマドリ

スミントプシス（Sminthopsis macroura）

が、クインズランド州のアストレブラダウ

ンズ国立公園内にある自然生息域でどう

過ごしているかを調べた。その結果、こ

のネズミに似た有袋類の越冬戦略にデイ

リートーパーが不可欠であることを見つ

け、Naturwissenschaftenに報告した 1。

この「綿密でみごとな」調査結果は、「研

究室での観察結果では、野生で実際に起

こっていることがかなり小さく見積もられ

てしまう」ことを示している、とウェスタン・

オンタリオ大学（カナダ、ロンドン）の生

物学者である James Staples は語って

いる。

遠隔モニター
Körtner によれば、アストレブラは風が

強く、岩だらけで乾燥した砂漠の景色が

広がっており、「真っ平らで、見回しても

丘も高木もなく、100 キロメートル以内

に人っ子ひとりいない」ところだという。

彼はトラックにできるかぎりたくさんの食

料を積み込み、1 期につき 4 週間、合

計 2 期分を費やして、冬のクマドリスミン

トプシスを観察した。オーストラリアの冬

は、日中は 36℃、夜間は 0℃近くにな

る。彼は、8 匹の野生スミントプシスに、

無線送信機を内蔵した超軽量の体温モニ

ターを装着させて、トーパーがどう使わ

れているかを追跡した。

実験室の場合と違って、アストレブラ

のスミントプシスはほぼ毎晩、トーパー

状態に入った。毎晩トーパー状態に入ら

なかったのは 1 匹だけで、それも一晩だ

けのことだった。非常に重要なことに、

Körtner たちは、トーパーの長さと体温

の低さが気温に左右されていることに気

づいた。スミントプシスは、最も気温の

低い夜に最も長くトーパー状態を続け、

体温も最も低かった。総合すると、スミン

トプシスのトーパーは、野生では 1 日当

たり平均およそ 11 時間で、研究室で観

察される平均時間の 2 倍だった。

研究チームは、スミントプシスがデイ

リートーパーを用いることで、エネルギー

消費を最大 90％も減らしているのではな

いか、と見積もっている。これは、ほか

の哺乳類が冬眠で得る恩恵と同程度であ

る。「デイリートーパーは非常時の行動な

どではまったくありません。スミントプシ

スが生きていくために極めて重要なもの

なのです」とKörtner は話す。

飼育状態と野生状態で動物にこうした

明らかな違いがみられたことから、研究

室内で自然状態をシミュレーションするこ

とがいかにむずかしいかがよくわかる、

とKörtner はいう。しかも、動物を自然

生息域にみられるような周期的で極端な

温度変化や餌不足の状態に置くには、研

究に当たって倫理的承認を得なければな

らず、実行するのがいっそうむずかしい。

野外研究の実施がこれまでむずかし

かった理由は、トーパーを使う動物が小

型である（野生のスミントプシスは 1 匹

の体重が 20 グラムもない）ことや、よ

く動き回るせいである。しかし現在では、

こうした障害は超軽量の発信機を使うこ

とで乗り越えられる、とKörtner はいう。

スミントプシス以外の動物も、標準的

な生存戦略としてトーパーに依存してい

るのだろうか。それは、今後も野外調査

を行うことでしか明らかにならないだろう。

「このパターンはほかの動物でもみられ

ると思うのですが、野外データはまだない

んですよ」とStaples は話している。� ■
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野生状態ではほぼ毎晩「ミニ冬眠」を繰り返すク

マドリスミントプシス。

'Mini-hibernation' essential for winter survival

砂漠に棲む有袋類は、デイリートーパーとよばれる日周期性の低体温状態のおかげで、寒い夜をやりすごせる。
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